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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，患者を把握するために必要な情報を学生自身が考えることを支援す
るeラーニング用患者事例作成学習ツールを開発することである．第1段階では，紙上で事例作成学習を行い，第
2段階では，患者事例作成フォーマットを用い，Web上での学習を行った．これらの学習過程をよりスムーズに進
めるために事例作成学習ツールの開発を進めた．ツールは，イラストで示した4名の患者から1名を選択した患者
に名前をつけ，学習を進めいく．各項目について客観的情報から主観的情報を合わせて患者をイメージしながら
進めるようにデザインした．また入力項目に関連した学習課題の示し，自己学習を可能にしたツールを開発し
た．

研究成果の概要（英文）：This study is to develop a learning tool for creating case examples for 
e-learning that supports students themselves thinking about the information necessary for understand
 patients .In the first step , case study learning was performed on paper．
In the second step , learning on the Web was performed using the patient case creation format . We 
developed a patient creation format  self-learning tool to enable nursing students to create patient
 examples online and to develop the ability to think. This tool is chooses one among four patients 
of the illustration. Designed to advance subject while patient image by matching subjective 
information from objective information for each item . 

研究分野： 看護教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大学における看護学教育の質を保証する

ために、学士課程教育のコアとなる看護実践
能力と卒業時到達目標が提示された（2011）。
そこでは、卒業時に習得すべきコアとなる看
護実践能力の育成（看護過程の展開、看護技
術の習得）に効果的な指導方法の検討が望ま
れている。  
特に、看護過程の学習のなかでは、事例展
開学習は重きが置かれてきた。この科目では、
患者の個別性を考え、看護展開の基礎を学習
する。しかし、既習の基礎知識を統合させ、
より個別性を踏まえた援助が求められる学
習内容は、初めて看護過程を学習する学生に
とって、容易なことではない。 
そのため、一般的な教授方法では、看護過
程の考え方を理解し、その上で、事例に基づ
いた展開方法を学ぶ。ペーパーペイシェント
（紙上事例）を用いた学習展開が一般的であ
るが、臨床の経験が少ない学生にとって、提
示事例からの患者像の把握が難しい。この課
題を解決するための模擬患者参加型授業な
ども行われているが、模擬患者導入にかかる
費用や、単発的な学習や体験にとどまるなど
の新たな課題がある。 
ペーパーペイシェントは、学習目標・学習
内容に基づき、教員により意図的に作られる
ことが多い。ペーパーペイシェントの作成方
法やその評価についての研究は少なく(酒井
ら、2012)、看護過程の展開やヘルスアセス
メントに用いられている多くのペーパーペ
イシェントは、十分な看護過程の展開を学習
するには、客観的情報が中心でかつ情報量の
不足がみられるため、学生が患者を把握する
には十分な情報とならない。初学者である学
生は患者情報を整理しながら患者のイメー
ジを作りあげていくことから、どのような患
者であるかを具体的にイメージできるよう、
必要な患者情報を準備する必要がある。 
以上より、従来型の講義形式や参加型の授

業では、学生が十分に患者像を把握し、さら
に患者の立場に立った看護実践を熟考する
ことが難しいといえる。 
近年、ICT が看護教育にも導入され、学習

支援の目的で様々なeラーニングシステムが
開発されてきた。看護過程の学習を支援する
e ラーニングでは、100 を超える事例と、そ
の事例に関連する知識教材や看護技術映像、
看護師国家試験過去問題などをパッケージ
にしたもので、授業や自己学習で活用されて
いる（真嶋ら、2006、2007、2010）。また､看
護実践能力の育成のためにシナリオ教材を
開発しており(村井ら、2011)、看護過程学習
における事例教材の有効性は高いといえる。 
国内外において学習者による作問による

学習効果に関しては、作問した結果を期待す
るのではなく、作問過程そのものが問題を解
決する事以上に難しく、そのため、高い学習
効果が期待出来る。作問活動を通じて学習者
の問題解決能力向上に寄与できるという報

告もあり、看護教育においては、事例の作成
過程を経ることで患者把握を促進すること
が期待できる。 
従来のように示された事例（課題）に取り

組むだけではなく、学習者自身が患者事例を
作成する学習を行うことで、様々な状況をイ
メージすることができる。このように事例を
作成（作問）することによる学習活動は、高
度に知的なものである。 
そこで、示された事例（ペーパーペイシェ

ントや模擬患者）の情報から患者像を把握す
る学習方法ではなく、学生自身が患者事例を
作成する学習方法を取りいれることにより、
より深く患者像をイメージできるのではな
いかと考えた。患者把握を促進するために、
文字や映像、音声などを用いた事例作成ツー
ルの開発オーサリングツールを開発し、これ
により臨床に近い患者を想定した事例展開
を自ら学習できるプログラムを考案できな
いか、という発想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、患者情報やその関連情報

を文字、映像、音声を含んだ情報をもとに患
者事例を作成し、その学習過程において、患
者把握を促進できるためのオーサリングツ
ールを開発することである。 
 
３．研究の方法 
第 1段階として、看護学生 8人に対し、介

入群 4名、非介入群 4名とし、事例作成学習
によるプレテストを実施した。プレテストを
実施するに当たり、研究者所属機関の倫理委
員会の承認を得て、協力者全員からインフォ
ームドコンセントを得た上で実施した。 
介入群は、看護学生による患者事例を作成。

作成した事例に基づいた看護計画を立案、援
助技術の練習を行わせた。一方、非介入群は、
介入群と同じプレテストを実施させ、教員側
が作成した事例Ａの看護計画を立案させ、看
護技術の練習を行わせた。これは、単に決め
られた手順（手技）が修得するだけではなく、
対象に合わせた技術が考えられ、実施できる
かについて、事例作成による学習効果を検討
するためである。 
第 2段階では、事例作成フォーマットを用

いた学習を実施した。本学習プロセスは学生
と教員間でのやり取りはすべてオンライン
で行った。データを入力することで、学習過
程において、データの移動や追加が容易であ
ること。さらにオンラインで実施することで、
学生が自由な時間に学習できることになる。
具体的には、テーマに基づいて Step1 で情報
を入力する、Step2 で入力情報をゴードンの
機能的健康パターン毎に整理していき、学習
課題を明確にする。Step3 では不足情報を考
え追加する。特に客観的情報、主観的情報を
関連できるようにフィードバックしていっ
た。患者への関心をむけるために、患者の立
場に立った視点をむけるようにするためで



ある。 

 
 以上から、患者事例作成ツールを作成した
本ツールの特徴を述べる。はじめに患者選択
画面から 1名を選択する。学生が臨地実習で
受け持つ機会が多く、事例作成学習でも高齢
者が多かったことから、高齢者イラストを 4
名（太った女性、痩せた女性、太った男性、
痩せた男性）を準備した。選択後にその患者
の氏名を学生自身がつける(図１)。 
従来のペーパーペイシェントの事例では、

患者 Aや教員が考えた氏名が多かったが、本
ツールでは、患者に関心が持てるように、学
生自身に名前をつけるようにした。各ページ
に示された項目について情報を決定してい
く。入力する内容は、プルダウンで選択でき
るものや自由に考えて入力できるようにし
た。さらに身長・体重から BMI を算出する場
合の計算式の確認問題など、情報に関連した
問題を解答することで知識の確認ができる
（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
各ページの情報入力が終了すると、入力結

果画面で，各パターンに分けられた情報画面
として確認できる（図 3）。 

４．研究成果 
患者事例作成を学生自身に実施させた結

果、学生は、看護過程における患者のイメー
ジ化を図ることができた。その要因として、
疾患の理解は必要だが、もう一つは患者のス
トーリーを考えることであった。患者情報を
具体的に考えることで、看護計画につなげる 
ことができていた。さらにフォーマットを使
用することは、不足した情報が可視化され、
加の情報入力を容易にした。具体的には、患
者の生活環境、ライフヒストリー、検査デー
タ、運動能力や食事摂取方法などが記入され
るようになった。特筆すべきこととしては、
患者に対する思いが情報に加わってきたこ
とがあげられる。以上のことから、患者事例
の作成は患者像のイメージ化を容易にし、作
成用のフォーマットは、患者理解を深めるツ
ールとして有効であることが明らかになっ
た。すなわち、学生はその患者についての人
格や生活などについて考え、生活者である患
者自身を把握しようとしていた。その上で病
気について考えていたことがわかった。 
今後は、自己学習可能なオンライン上での

学習支援システムとして、システムデザイン
の検討として、音声や動画などの情報データ
の追加を行い、学習方略への提言を行ってい
く予定である。 
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